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１ 相原木材㈱へ吉村美栄子県知事訪問!! 

 昨年末 12月 25日に、吉村美栄子知事が「いきいき企業訪問」で相原木材㈱（相原吉郎社

長）を訪問し、県庁ロビーにも展示されている「ＭＯＫＵＫＡ」の製造工程を視察した。 

 「ＭＯＫＵＫＡ」は薄くスライスしたスギや

カエデの木材を一枚一枚手作業で花びらに形造

り、丁寧に張り合わせた木の花です。吉村知事

は「ＭＯＫＵＫＡ」の説明を受けた後、製造す

る工程を視察し、「ＭＯＫＵＫＡは都会のオフィ

スにも合うので、さらに頑張ってください。」と

述べました。この「ＭＯＫＵＫＡ」は、ブライ

ダルやレストラン等の内装用として好評を得

て、ウッドデザイン賞 2017を受賞している。 

２ 山形銀行米沢支店にて、県産広葉樹材をＰＲ!! 

 1 月 20 日から 1 か月間、山銀米沢支店ロビーにて

県産広葉樹製品展示会を開催している。これは、㈱ア

イタ工業（相田吉則社長）と山銀米沢支店との交渉と

置賜総合支庁森林整備課の後押しで実現したもの。

展示には県広葉樹利用拡大協議会も協賛し、ＰＲパ

ネルやのぼり旗で飾り、県産フロアー材や木工品（お

皿やお椀、積み木、香炉、利き酒プレート等）や県産

木工品カタログ等を揃えている。事前の行員内覧会

では、「山形県にこんなに広葉樹があるとは思わな

かった。」「樹種によって、色合いや木目、木肌が違

うことが良くわかった。」「部屋の一部に使ってみた

い。」「広葉樹の積み木を孫に贈ってあげたい。」の

声があがった。展示担当の融資課佐藤氏は「これほ

どの展示をしていただき、ありがたい。正直、展示

内容の質・量ともに驚いた。」と絶賛している。 
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子ども上棟式は、土台から子ども達が組み上げて、最後餅撒きまで体験する方式とした。 

3 素材生産部会研修会・新年会開催!! 

 1月 28日新庄市「山葵屋」にて、素材生

産部会の研修会・新年会が会員 18名出席し

開催された。研修会では、木産協鈴木専務が

令和元年度林野庁補正予算の概要や森林環

境譲与税事業、再造林加速化対策研修会、高

性能林業機械導入支援、意欲のある林業経

営体、協和木材との合同研修会開催、通常総

会の日程等について説明し、意見交換を行

った。その後、新年会では安楽城林産㈱佐藤

久一部会長の新年の挨拶の後、海藤副理事

長の乾杯で雪のない新庄市での懇談会がスタートした。2月 6日協和木材合同研修会決定!! 

４ 外国人技能実習部会設立総会準備会開催!! 

 １月 27 日東京永田町ビル４Ｆ大会議室にて、全木連主催の外国人技能実習部会設立総会

準備会が開催された。これは、木材産業部門において、いよいよ担い手不足が深刻化し、他

産業のように外国人技能実習制度を利用し、勉強しながら補助的に労働力の提供をいただく

システムである。しかしながら、採択されるためには職種認定(木材加工：機械製材作業、

集成材加工作業等)が必要になる。そのための資料作成等専門家の意見等を入れながら１年

後には前述した２種の認定取得を目指す。設立総会は事前に聞き取りし、４月からスタート

し会員を募る。正会員は外国人を受け入れる企業等で各県木連は賛助会員となる。今回要望

の強かったプレカット加工の職種が外れているのは、実習生は自国に戻って高度な技術を自

国産業に伝承する役目があり、製材や集成材機械技術は東南アジア系国で使えるが、木造在

来軸組構法用のプレカット工場は日本以外では普及していないことが主因。本県では、プレ

カット工場以外からの外国人受け入れ要望がないことから、設立総会には参加しない方向で

検討している。これを機会に、会員工場のご意見を伺いたい。 

５ オリンピック・パラリンピック施設内覧会!! 

 １月 30日東京晴海地区にて、東京 2020オ

リンピック・パラリンピック関連施設選手村

ビレッジプラザの構造躯体完成内覧会が開

催された。全国 63 自治体からの木材提供で

造られた商業施設で、完成後は選手用の憩い

の場となり、買い物、カフェ、メディカルセ

ンター等の店がオープンする予定。今回は自

治体と木材供給に関わった事業者向け内覧

会で、本県からは松田会長以下 10 名が参加

した。内部の写真は非公開のため掲示できな

いが、山形県ブース全景を豊洲大橋上から撮影できたので紹介する。4月完成予定。 
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６ 新春林政講演会開催!!  

1月 30日パレスグランデールで令和 2年新春林政講

演会が約 280 名の関係者が参加し開催された。講師に

は「多様な山づくりにこそ利」と題して、林材ライタ

ー赤堀楠雄氏（長野県）が講演し、次に「地域材を活

用した建築物が地域を元気にする」と題して、㈱計画・

環境建築代表杉本洋文氏（東京都）が講演した。 

７ 2 月以降の行事予定 

日 程 行  事  名 予定出席者 

 2. 4  山形木材業組合通常総会  （山形市 亀松閣） 専務 

 2. 4  県産材需要拡大座談会   （山形市 メトロ） 理事長 

 2.  5   再造林加速化対策研修会  （山形市 県土地改良） 専務 

  2.  6  素材部会協和木材合同研修会（新庄市 協和木材） 副理事長・専務 

 2. 13   県森林病害虫被害対策会議 （県庁 1001会議室） 専務 

2. 14  県森林管理推進協議会   （山形市 県土地改良） 専務 

2. 18  森林の仕事ガイダンス   （山形市ビッグウィング） 専務 

  2. 22   松田卓也氏結婚式（スペースパーツ専務）（メトロ） 理事長等 

 2. 26  プレカット協会役員会   （山形市 未定） 理事長等 

  2. 28  あおば会総会       （上山市 古窯） 専務 

８ 日本百名山シリーズ紹介（笠ヶ岳） 

  笠が岳（2,898ｍ）は、北アルプス中部西側にそびえる

編み笠をひっくり返した山容の百名山で、北ア三大急登

に続く難関「笠新道コース」が待ち構えている。新穂高温

泉口から１時間林道を歩き、登山口にある水場でおいし

いブナの雫をいただき、約６時間の登りが始まる。深いブ

ナ林の急登が終わると対岸に槍・穂高連峰が見え、ヒメサ

ユリの花と小槍が、流れ滴る汗を忘れさせてくれる。しか

し、杓子平まで登っても山

頂はまだまだ上部にある。ペース配分がうまく行かず最後の

山荘までの登りは這うように歩いたのを思い出す。しかしな

がら、山荘から山頂までの３０分間で雷鳥２組も見れてラッ

キーであった。山頂からの景色は、北に槍・穂高、東に乗鞍、

南に高山市内、西に黒部五

郎岳、薬師岳、鷲羽岳等が連

なり、北アルプスダイヤモ

ンドコースが一望です。高山市内から見上げると、奥飛騨

のシンボリックな山として昔から信仰の対象ともなり、笠

谷には道標の石佛が点在する。また、新穂高温泉は、硫黄

系で湯量も多く、どっぷり浸かれるし、西穂登山口に続く

２階建ロープウェイも有名で、目の前に笠ヶ岳が広がる。 
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９ 山形県県土整備部建築住宅課からのお知らせ 
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10 林業労働力確保支援センターからのお知らせ 
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11 住宅着工状況 
 令和元年 12 月期の県内新設住宅着工戸数は 443 戸となり、対前月比 92.3％、対前年同月比 64.4％、前年累計比は 90.5％となった。地

域別では東根市、鶴岡市、酒田市が伸びている。木造率は 87.1％。令和元年次住宅着工数は 5,755戸となったが全国の減少率より少ない。 
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